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はじめに
11] 
北緯381主総を境として米ソ樹Jp:により分割占領された朝鮮半島の北部地域では、 1946年8月に北朝鮮
共産党と紛鮮新民党を含党して北朝鮮労勤党{以ド「北労党Jと1取引が結成された。北労党は南北朝鮮
で、分断体fljJjの樹立へl白jかう[j寺!tj(こ「民主基地j路線という党路総を設定し、ソ連による分断政策と北朝鮮
地域のソヴェト化に従いながらもこれを克服し、南北朝鮮が統ーした独立主権問家を犠立しようとした。
この日本の梢民地時代から初鮮民政のN日以だった独立主権問家の樹立のために北労党は、支持の政権機
関だった北朝鮮臨時人民委員会ならびにその後身たる北朝鮮人民委員会のドでさまざまな党活動を展開し
た。その党活動は、まず何よりも中央から地方に至る指揮命令系統を伴うIf:lJ党組織体系の確立:と発展にi市
J立がかれた O また北労党で、は社会経済、教育文化、労鋤福祉そして軍平等の各分野における党活動を積
極的に挑巡し、 1947年後半にはlV:J1'な党努の拡大を見ていたのである。
本fí';~ は前舗の 11Î民~TJ と合わせて南北摂鮮労働党を研究する第 3@1 目の延長裁論考として、北労党がソ述の
占領!マでその党路綜を実践してし、く実態を同党の結成から 1948:11二3)=Jの同党第2次全党大会まで検証す
るc 後編にあたる本稿では教育文化、労働福祉そして軍事等の各分野における党活動を概視し、この後に
同党第2次全党大会の模総を紹介、その政治的なj主義と役割を考察する。
ここから北労党がさまざまな党活動に一殻民衆を動員するため、朝鮮統一という日際を掲げて民族主義
的なパッションを刺激することにより民衆統合を隠った実態が明らかになろう。時1寺に一般民衆を統合す
る中心に金日成を据えたことが成功したことから、逆説的ながら朝鮮共産主義運動における彼の伎相
jfitさせ、同党第2次全党大会で、朝鮮共産主義運動に伝統的な運動の主導権をめぐる派閥闘争が再燃してし
まう経緯もわかるのである。
こうして北労党の活動は、会I1去に己主墓地jたる北fwJf!'}f:l:ilt或の政権機関で、設幼の地位を与えた一方、
彼に「民主基地j の存夜理由である南北朝鮮が統ーした独立主権国家の桜立という課題を当然に背負わせ
る結果をもたらした。これこそがのちに北朝鮮地域で北労党と南朝鮮労働党[以下「雨労党j と1伝記}と
を統合して執権政党となった朝鮮労働党中央委員会政治委員会において、主導権闘争と斡鮮統一の戦術問
とを結び付ける契機となったのである 11JO
.佐賀大学文化教育学部[1本・アジア文化講座)
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北労党の党活動は、日本の植民地統治から解放された北朝鮮地域という康史的な条件を抜きにしては正
確にそのj渡部ーさを認識できないであろう。なぜならば日本の植民地統治下、 i鵠鮮民践の大多数に学課の機
会はもちろん意思疎通の基本となる朝鮮語の能!?iさえ事実上は認められていなかったからである。前;前で
示した社会経済分野における北労党の党活動は、教育文化分野で‘の積極的な党活動を随伴せざるを得なか
った。
2節教育文化分野
1947fl三2月に発表された il947年度人民経済復興発展についての計i蛇[以下「人民経済計調Jとl略記}
の達成には「建毘思想総動員運動j の展開を必婆としていたが、これには教育文化分野での党活動が不可
欠であった。そこには単に政治的な主主缶効楽だけではなく、労働生産性の向上という現実的な問題があっ
た。つまり社会経済活動を支える教育機関の整備と拡充は、~じ労党の最{躍先課題の一つで、あった。しかも
それは持よりもまず、一般民衆に教育を施すべき北労党内の教育問題だった。
党内の教育問題
教育機関の整備と拡充は、一般民衆の指導にあたる経験ある人材を育成するところから開始されねばな
らなかった。日本の植民地統治下で政治活動が長く禁止されていたところから、この「民絞幹部Jと言わ
れる 1:j:I[同指導者Aたちは北朝鮮地域のどこでも不足しており、北労党内も例外でーはなかった。
もちろん北労党の結成以前にも朝鮮語に翻訳されたソ述共産党や中国共産党の出}援物から学習することが
広く行われ、党4可部の育成やそのi舌動に大きく影響を与えていたと思われるほ}。だがそもそも北労党中央委
員会決定者で「党を組合化し、党と社会団体との区分を明確にできず、甚だしくは党と勤労人民と混同して
いるj と批判された通り、指導する者とされる者との区別さえ当初はつかなかったのが実情で、あった(ヘ
そこで北労党では結成後まもなく党幹部の「学習問題j について決定者を採択し、本格的にこの問題の
解決に乗り出した。この決定書では(一)党の政治路線、(ニ)社会の一殻的発展法期、(三) i進歩的民
とj丘陵民主運動史ならびに朝鮮民主運動の発展史、([Jg)今1::1の圏内外情勢、(五)毘際的革命瑚
論、を研究し樫解ずるよう指令された(山。そして、この呉体化のため1946年1月内に「各市党委員会内
に喪開党学校を組織し、党幹部および党熱誠者たちを網羅させるJことになったのである(日。
当時の北労党内で党幹部教育を行うに際して侭に重点をlil、たかは、次の記事からその内実を推測でき
るであろう。「第一に党の発展と党の強腐化に妨害を与えているのは、党内にまだ多く残っている日本後
盟主義統治の残余悪穏である官僚主義、形式主義、自由主義的な卒業作風である。 (1い略)少数は多数に
服従する深刻を徹底して押し出し、党の決議に!11~従してそれを実行し、党員たちの一切の生活は党の特設
に服従し、個人は組織に1l1~従して、少数は多数に服従する事業作風を建設せねばなりません。 J (61 
北労党ではその指導理念であるマルクスーレーニン主義に関する出版物を数多く刊行するため f中央委
員会内にマルクス・レーニン・スターリン著書翻訳校関出版委員会を (1::11終)組織Jし、「全i可盟ボルシ
ェヴ、イキ共産党史j の翻訳を決定した。これと共に「中央委員会の許可なしに地方党部でマルクス、レー
ニン、スターリンの著書を出版することを厳禁するJこととし、中央集権的に党内の教育を統括しようと
した (il。
だが党内の教育問題をめぐっては一部の道党でブハーリン (NikolaiBukharin)の著作を教材としただ
けでなく 「北朝鮮の民主建設についての現実関題を多く学ばせる代わりに、1:11留共産党の笠風文件、中間
革命史などを教授したJ という{出。ここから北労党で、は í1!~計爾的で?孜漫だった教授科目を統一し、ゅう込
の唯一tl;U縞による系統1'なで統一的な教誌を計画的に進行し、教義事業の組織と科目に対する体系を樹立しJ
南北朝鮮労働党の研究(三)北朝鮮労働党の活動 113 
たので、ある (9)。
もちろん、この党内の教育問題がどの程度までf終決を見たのか、についてはこの後も何年にもわたって
「革命的理論j を学習するよう繰り返されたところから、その成果は甚だ疑関とせざるを得ない。特に金
日成その人が f宗派思想、{隣人至上主義的思怒、地方観念、親族観念等、正しくない一切の不良な現象j
の除去を求めたのは、彼がのちに体系化する f主体思想jの内容と考え合わせると皮肉な限りである(l0l。
ともあれ党内の教育関題と一般民衆への教詩文化政策とが緊密に関連しており、一般民衆を統合し動員で
きるかどうかは、ひとえに北労党員の政策遂行能力の有無知何た、った。
これと関連して北労党では1948年度の「全党予算案で宣伝;煽動費用が最も高い地{立を占める原則を保
し、一部の党部が宣伝煽動費用を他の目的に寵月]することを絶対に厳禁することj を指令した (11)。北
労党は、この「群衆:騒動事業」を「生産増強運動と結び付けるいろいろ優秀な方法を研究、普及させるj
ことにより、金日成を首班とする政権機関への支持を獲得し、その政策を理解させて実践に移そうとした。
一殻民衆への教育文化活動
一殻民衆に政策を理解させる上で最大の I)!~寄として立ち現れたのは、彼らの大多数が文官た、ったことで
ある。北朝鮮人民委員会はその決定第83号を通じ「文言退治突撃運動Jを展開したのが、その成果は
1947.ino月の北労党中央委員会決定書によると次のようであった。「文盲を退治した数は、職業時間が
38ラ828名、農民間盟が938，000名、女性同盟が38，613名であり、民主青年同盟は130万の青年中、文盲
者が60%た、ったのを去る8月末までには文青者8%に過ぎなくなるよう退治した。J(12) 
また北労党で一般民衆への教脊文化活動に締害と見なされたのは、北朝鮮地域で、広範に看取されたキリ
スト教の影響であった。 1945年12月下旬から翌年l月まで継続したいわゆる「信託統治紛争j を契機と
して、キリスト教徒がソ連軍ならびに北朝鮮の政権機関から弾圧を受け敵視されるようになったことは周
知の事実である。しかしこの後もキリスト教の;お響は長く存続した様子がわかる。
{JiUえば1946年11月に実施された道・1'1・部人民委員会選挙に絡し f学生青年の1:1には Fキリスト教青
年会j の看板の下でグループを組織して人民政権機関に反対し、民主選挙卒業において反動ビラ司王(LI:の陰
を見ることになったj とされる(131。また間選挙において f宣伝卒業が微弱なため、キリスト教徒たち
の棄権を完全に防止できなかったj とも指織されていたけヘ
このような現象は解放後、学校教育をはじめ社会の各分野で教育機関が依然として整嬬されずに体系的
な思惣統制を行い得なかったことを実証している。その最も良い実例は「少年団j の事業であり、 1947
年3月 f現在、 609，929名の学校・職場・農村の児童たちを1，783偶の少年間に組織したj ものの f多く
の少年たちが教会へ引き入れられていく深刻な現状j が現れた。 f王子壌においては教会に集まる者の半数
が少年であり、市内の重要な人民学校の少年学生の20%近くが教会に通っているj と報告されている。
f平壌孤児院のような所では、キリスト教徒である女教員が少年たちに祈りをささげないと飯を与えない
と強要し、宗教精神を強制注入したJという。しかも「各職場ならびに工場内において少年たちはほとん
ど放程状態にあり、街頭で訪律する多くの少年たちjが雛祭された()九
したがって教育機関の整備は、北労党の推進すべき党活動のひとつとして重要であった。 確かに解放後
まもなく、北朝鮮地域で急速に学校が再建ないしは創設されたことは事実である。だが体系的に教育諮問
が整備されたのは、「北斡鮮金日成大学Jが右目設されて以降だったと言える。しかも同大学の校舎は、前
舗で言及した愛国米により、 1947年9月になってようやく新築起工したのである(出。
同大学は金科挙を総長、事~t斌を副総長として 1946年9月 13EI に劇設されたけ~だが当初jは同大学内に
氾個の翻胞委員会で組織され、 459名の党員を網耀した大きな党団体Jが存在したにもかかわらず、北労
党の党活動が行き渡らなかったためか、同大学の学生たちの中には政権機関に批判I'tせな意見も少なくなか
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ったようである。例えば、ある学生は「討論会のような大会席上で、北朝鮮にも白 1Iがない。現物税は
75%だJと述べたし、ロシア10月革命の記念式でスターリンに捧げるメッセージを通過させるH守に別の
学生が fこれを中止させた事実j もあったという判。
(表1)教育機関の護犠と誌充の状況 (1948年度)
J:i号力日比
|人j )支別 予告 江主 将j
前年度
f宅 1944 1946 1947 1948 1944'r~三 1945Jド
月日 容
年度 1三}主 度 )支 度比較 度比較
学校数 1.372 2，482 3，000 3，245 219 121 
人民
887‘874 i弓182，707 1，341，108 1，370，536 256 113 
校
教員数 12，141 18，505 23，315 24，600 126 
学校数 50 217 594 772 1，188 274 
初
中学校
7，030 70，311 21，500 2了、627 1，268 307 
教員数 i、267 2，041 6.310 8，464 309 
学校数 80 140 
五 奇i&
学生数 26.808 41，323 
中学校
689 1，580 
技術 学校数 3 19 44 55 232 
J I吋 学生数 606 5‘053 13，613 17，336 1，467 260 
校 教員数 240 562 753 2，246 234 
師範 6 9 13 13 
内 2，054 4.846 7‘182 10，415 217 144 
校 l員数 162 266 408 243 148 
学校数 6 1 164 
大学 学生数! 6‘504 8，731 150 
教員数 334 428 208 
革命者 学校数 i 10 18 1653 
J立族 335 522 
学院 教員数
1 鴨方1比率の単{立は%。計算が1m追っている数字も少なくないが、そのままi伝説した。
2:車命者遺族学院の教員数摘だけは全て不記載となっている。
3: この数字はIfJ[~'lに誤記である。
本年度
1947主ド
比)1妥
107，8 
102β 
105，5 
129.9 
127，6 
134，1 
175、O
154.1 
177.7 
125，0 
127，3 
134，0 
100，0 
143，0 
163.4 
183.3 
134，2 
188，7 
180うO
155，8 
金日成大~tでは 1947i[ô 9月の新学期に「学級87、合併縮小した一週間の授業総I!封筒数1. 39911寺山、
1:=141の設業組織j を持っていた。興味深いことに同H寺則、新競に招I与されたi可大学の専任教員60名、話
日中18名の内訳を見ると、京城常国大学を含めて36名が日本の大学やの最終学!護者であったけ91。この
i時期]に北労党では「王子鹿市内の初級中学校ならびに金日成大学におけるように、労働者、農民の子弟の比
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三容が小市民、資本家、地主の子5(:jの比率より低くなったことは、民主主義的教肖綱領に背反する事実j だ
として、「補欠等の方法でこれを是正Jせよと指令した。また f新学年度から学生自治会を廃止させるこ
ととし、学校内において民青の卒業を強化jすることも指令した制。
ここで言われている民奇すなわち民主青年間関は1946年1FJ 17日に既存の f共政主義青年同盟」を発
展解消した後身として、 f北朝鮮の教育事業において{北朝鮮人民委員会}教育局の後備隊的任務を全うし
ているJとされ、北労党では高くその役割を許制されていた。 f1，300，000の北朝鮮青年たちは、唯一の
自己の組識である民i去に|古代団結しj たとの評価に対応して、 f数民党員たちの政治!'l{]1と社主性を高め、彼
らをして学校内の核心となるようにすることJが求められた。「教員党員j たちが良吉に区i結した青年た
ちを指導するというわけであった。おそらくそのために1947年9月の新学期「からは各大学、専門学校の
学生全体の半数を国設で勉強させる国費生制度を立ち上げたJのであろう引10 また次館で述べるように、
北労党では各学校内に民脊が管轄する「文化クラブJなる組織をつくり、学生の統合と動員態勢を設えた
のである。
このように金日成大学を頭点として北朝鮮地域の教育機関の整備と拡充は進展し、 1948年には前ペー
ジに掲げた(表 1)のような状況になったとされる ω。教育機関の整備と拡充に加えて北労党では教育
文化分野での諸決定を通じて、青年問、体育文化、青少年教青、女性に対する啓発活動を誰逃した mo
これらの活動で常に強制されたのは、朝鮮統一に向けて金日成を首班とする北朝鮮人民委員会の府間に団
結せよ、というスローガンであった。金司成の名前を躍した大学からしてその政治的な方向性を明示した
通り、北労党による教育文化分野での党活動も、金EI成を統合の求心点として一般民衆に政権機関に対す
る忠誠を刷り込み、彼らを f民主装地J部設の活動へ動員するところに主限を寵いていたのである。
第3節労働福祉分野
この教育文化分野での党活動と密接に関連していたのは、労働福祉分野での党活動であった。現に
1946年6)=j24自、近代的な労働条件を調う労働法令が発布されてはいたものの、前稿で示した f建限労
働j との関係から当時どれほどその内突が備わっていたかは疑問である。北労党ではこれを補うため、労
働福祉条件の整官iゅよ充を推進する党活動を展開した。
労働福祉条件の整備拡充活動
北労党が f労働者階級を先頭とする勤労者大衆の党j をg，称する以上、むしろこのような労働福祉条件
のー闘の整備と拡充を推進する活動に尽力したのは当然であった。北労党で、は一方で、福祉分野における党
活動として制度的に社会保険の実施準備を進めると共に、地方で各種の形態で臼常的な労務管理において
必須とされるレクリエーション政策を打ち出した。
前者の社会保険制度の実施については労働法令の発布によりその実施が註信されたものの、 f社会保験
制度の法規制定ならびにその実施準備事業において北朝鮮臨時人民委員会の労働部と職業総同盟が正しい
具体的な対策を立てお1ず、これについての組識的な実践工作が絶対、貧弱た、ったことからj準備が遅延し
ていた山'01可保険は1947年1)=J 24日に実施するとされていたが、その2週陪前になっても保険料につい
ては「予算額に対して実際の徴収額がその72%にあたる7.500万ウォンに過ぎなしリ有様だった。北労党
では社会保験制度の実施のために北朝鮮臨時人民委員会労働部長だった良明箆等をして「社会保険病践の
改編、社会保険出張所の設註ならびに社会保険の取り扱い事務員の配霞について一切の問題を10日以内に
全部完了するようj準備を急がせた ω。
後者のレクリエーション政策は、 1947:1ド4月になって初めて実施された O この持 f20，360名が休養所
に、 990名が燦養所に行けるようになったjレクリエーションでは、「定期的な休1肢を生産に支障がない
よう I愉番で組織しj 、「休箆所、療器所に優先I~Iせに送る人たち J が選抜された引}。この選抜は f休養所に
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j去る農民j の場合、i::I二土tHを分説された者たちの中から、食糧増産とあらゆる民主建国卒業に熱誠を発揮
した最も模範的な農民あるいはその家肢とj され、その責任を「農民間盟党組と各道党に委任jずること
になった問。
このような民衆に対する労働福祉条件の整錨拡充は、学生や女性のために北労党が行った党活動にも見
ることができる。前述した「少年目1Jに関して北労党は、「人民学校で少年団事業の指導に熱誠的に努力
する学生たちのために?中央少年間指導者野営所iを設置し、(仁川良)身体が歳弱で家庭の情況が隠難な
学生たちを選抜、派遣しj た {2810 また iJ:jゆとから函に至るまで女性たちの教議事業が極めて不足してい
るj と認定した北労党では、「女性たちにより 1カ月に l問ずつ講演会、映画観覧会、娯楽会、音楽会等
を組織jするのと合わせて、 f労働者たちの慰労事業、貧民孤児たちの救援卒業、農繁期に農村のi臨時託
児所を組織する事菜、児童たちの教益事業j を展開することとした問。
さらに抗日独立運動の経歴にその存立の正当性をもっていた北労党らしい党活動として、「反日開土後
援会Jの卒業がある。 1946年3丹30日に設立されたこの後援会は i8・15解放以前、日本常国主義の弾圧
下で犠牧的に関手1-した生活の困難な部士たちと彼らの遺家族たちを経済的に後援してやり、北朝鮮で1=1ご
と成長する民主主義の諜業を正しく群衆 し、さらに南朝鮮の米軍政の反動政治下で際争している
関 Ill~l士たちと彼らの遺家族を助けてやj ることを目的としていた制。
では、以上のような労働福枕条件の整備と拡充が、いかなる成果を挙げたのであろうか。残念ながらそ
の成果を示す具体的な資料はないが、朝鮮労働組合金属評議会中央委員会委員長で後に朝鮮民主主義人民
共和問{以下「共和国j と略記}樹立時に労働相となる許成擦は2年後、次のように主張できた。 i81l担問
労働iljiJの確立と向…の労働に間一賃金の正確な賃金制度の樹立とL広汎な社会保強制疫の恩恵と合わせて、
労働力を積極的に保護するために1出演で有害な作業諸条件を退治する労働安全施設と衛生施設の整備は、
労働者、事務員たちが安心して働くことができる環境を与え、民主主義思想の所有者として政治、経済、
文化等の諸般の民主国家建設事業に勇躍して参加する可能性を与えた。」 ω
ここで言われる「民主主義忠恕Jは、北労党機関誌 F勤労者j で繰り返してその水準向上が訴えられた
f労働指紋の進歩的イデオロギーJであるマルクスーレーニン主義であった倒。前稿で示した通り当時の
共産主義理解の程度は恨めて低かったが、ここで重要なのは労働者だけでなく農民を相手に自分たちこそ
新民家建設の主人公であり、 f人民的民主主義国家j 樹立が彼らの歴史的な使命なのだという観念をl唆き
込み、これを意識化して f人民経済計画Jに動員したところにある。
労働者・農民の動員と北労党
「労働党Jとは労働者の党というよりは、労働者を動員する党であった。農地改革により土地に縛られ
ていた農民階級の一部が自由労働者として排出されたことにより、労働者の動員計幽は比較的に立て易か
ったと考えられるが、財政規模に比例して動員数の増大も小規模なものに止まっていた。次ページの数字
は、この動員許部iの一端を示している制。
北労党では教育文化分野での党活動と関連させて労働者や農民の動員態勢を整えた様子がうかがえる。
例えば f体育会j ないしは「運動クラブJと称して農民や労働者を f体育・文化事業Jに絡め取る党活動
は、その実において f全体の人民の体力を向上させ、健全な規律的措神とi諒い団結的精神で人民を武装し、
富強な民主国家の建設に人民の全力震を団結する重大な事業j なのであった例。
これらと類似した組織に「文化クラブJがあり、この組織も「人民経済計磁Jに労働者や農民の動員を
目指すものであった。そこから f大部分のクラブ(仁川良)を一種の単純な休息場所と認識してj いると批
判され、合わせて f群衆文化事業において最も重要な謀議のひとつである人民の落後した生活習慣を改善
し、迷信を打破して科学知識と衛生思想を普及させ、群衆文化施設等について注意」させるよう指令され
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た。 f職場、農村、漁村の青年クラブ、女性クラブ、建盟主を文化クラブに統一し、職場、漁村は職業同
盟、農村は農民間盟が主に立任を負い指導するJこと、 f青年クラブ、女性クラブ、老人クラブは原則的
に郡所伝地以上にだけ組織し、その指導は各々、該当組織と機関で行うJこと等が決められた倒。
<f労力計罰jに訳された従議員数(肖平均)の推移、主義{立は名)
1946年 1947年 1948年 1948 
番号 古1; P1J 5jl 
A 員 人 員 47/46 )¥ 員 48/46 1947 
工 部門 116，948 129，363 110% 124，157 106% 96% 
2 i社営地方、業 2，208 4‘193 189% 
3 所 6，515 5，735 88% 6，084 106% 
4 運輸部門 39，020 43，973 113% 56，602 145% 128% 
5 農林部門 47，492 
6 施設部門 5，191 12，205 235% 
7 j訪 !勺 4，943 5，740 116% 8，855 179% i 154% 
なお各学校の f文化クラブJについては上述した通りだが、労働者や民民の動員との関連で興味深いの
は、北労党が彼らをして各学校への援助をさせるよう指令したことである。 r国営工場、鉱山その他あら
ゆる国営政菜、運輪機関と農民間続陸体は、北宇vjf!.i年内に所在する全人民学校、初級中学技、高級中学校、
初級技能学校、各種専門学校、大学のうち、地理的関係と相立の縁故により一定の学校を選定して
業の組織を締結し、この規定による対象学校の教宵事業を積僚的に後援するJというのである制。これ
は、北部鮮地域に独自の産学諮問体制の開始た、ったと言えよう。
このような労働者や農民の動員に比例して北労党の党勢拡張も進み、この中で農業中心の農業人口構造
からして従来は良民階級が多数を占めていた党に、その本米の主役とされる労働者たちが続々と入党して
し、った。これを受けて北労党中央常務委員会では1947年4丹、 f幹部養成制度についてj と題して「基本
的に我が党の幹部政策と幹部準備と主主用について原則上、基本方向は正確だが、その実践方向において少
なくない欠点があったj と反省し、党幹部の設成事業を強化する決定を下していた。その決定書では f幹
部たちの行政および技能的、思強的教脊を強化することにより、広大な勤労人民のため限務できる充分な
民主思想、と政治的意識で武装し、行政管理、技術能力のある人物を培養するJことが求められていた的。
党勢拡大の具体的な数字は第8 で述べるが、 1947後半における党機関紙?労働新防Llの発行部数増加
と翌年の新開社屋新築工事がそれを立1実に物語っていた制。
北労党の活動により労働者や農民の動員がもたらされたのと同様、その党活動は軍事分野において民共
の供給を捉進した。かつて抗日闘争を担っていた各種の軍事組織を中核として1948年2丹8日、労働者や
農民という「人民の息子、娘jからなる朝鮮人民箪が部建されたのである。
第4節軍事分野での党活動
北労党の党f活動が朝鮮人民箪の館建へ至る過程を検証すると、おもしろいことにソ速の朝鮮政策に従い
ながらも、そこには橋氏地から解放された民族独特の理念がi随所に噴出するのを見て淑れる。 軍隊の始ま
りは多くの場合、治安維持のための警察の組織からだったように、北朝鮮地域で与も既存の軍事組織の解散
後に f保安隊j と呼ばれる組織が平くも 1945年10)=j21EIに謝設された。
北労党と人民軍の創建まで
この保安|泳は北朝鮮臨時人民委員会が創設されると、組織体系上その傘下に践かれることになった。当
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時の資料中にこの保安|欲を統括する保安部の会議録がある。北労党の結成に先立つ 1カ月前の会議録によ
ると、治安維持をめぐる論議が交わされた後、保安局長が次の答弁をしていた。 f(前1洛) 3. i!Ij:上努備は
今後、設i置される、 4.第一線には赤軍、第二線のi主i境野備隊と三八線;呼出I1泳は武擦が供給される将まで
自衛隊形式とする。宗教1'1体に対し予的態疫を議てねばならず、宗教で反動的に行動することだけは徹
底して取り抜うことができるが、宗教信仰jの自lil原別に立!出lして行う。j仰 ι
北労党でキリスト教徒を小心に宗教l'I1体が警戒の対象となっていたのは前述した通りだが、政権機関と
しては一旦、「信仰の自 alJ を認めざるを得なかったということであろう。いわゆる「主体思想j に染め
上げられた現在の北朝鮮地域でも確かにキリスト教会が存在するのと事情は全く間ーである。
ところで、北朝鮮i臨時人民委員会の結成当日すなわち1946{ド2)'-J8 日、銭f~ヨ i告の束にある品立で
学院Jと言われる保安践の主主成学校が、また同年6月には「保安幹部学校jが設立された。前者は、金日
成の戦友でのちに共和 IJ~I初代政府の産業相となる金裁が校長を務め、こののち軍部を統括する政治幹部の
1:¥機関となった。後者は、朝鮮新民党の前身である fiWJf(，(f:独立同盟j の実行部隊である朝鮮義勇軍務北
支隊長だったキト孝三が校長となり、箪幹部の供絵元として機能したはヘ北労党では党I~I央常務委員会の
決定により、この平壊学説と保安幹部学校内にある f党自体は、党11央本部に泣脱するJこととした川。
政治幹部や14(幹部は北労党の統制下に入れる必要があったのである。
これと全く対照的に「保安司"練所の鉄道官1li1隊j については「北朝鮮人民の民主改革を保障する軍隊で
あり、このlfil泳の党軍化を防止し、軍隊の紘一的統fli判官:を保障するためj に flI朗々に労働党組織を置か
ないことj を決定した叶九これは、一般兵士の所属する軍部掠では政党や社会団体に関係なく指抑命令
系統を確立しなければならないという軍隊の原期的な要請からして宅総当然の結果であった。なおここで
う鉄道警備誌とは、「鉄道保安隊Jをその前身として1946年7月に部設されたと言われる鉄道施設の保
にあたる軍部関であり、王子壊に総司令部を開いていた{制。
こうして北労党は、いわば軍隊の顕にあたる指導部を押さえることにより、その手足たる兵士を動かす
立場を手に入れようとした。実際に朝鮮人民箪が平壌学1&'6や保安幹部学校からの卒業生等を1:1心的な指導
として部建された1寺、その1'1'-泳は組織体系上、北朝鮮人民委員会民族保開局に)j日崩し、総司令として金
EI成の戦友で朝鮮民主党々首の経路健が就任したのである。
当EIのij司兵式でftEI成は、正規取の創建が「ある反動分子たちがNIA宣伝するように同政内乱を引き起こ
すのではなく、むしろ反動派たちのそのような民族分裂と間接殺害を未然に防止することになるだろう j
と演説した。続いて燦席鍵は f15年間、民政解放運動で我々の領導者・金日成将軍が親しく領導して米ら
れた光り腕iく人民遊撃隊の伝統を継承し、その涜I凱の戦闘経験と合わせ徹i史的な愛国思想で、試装された幹
部たちを基幹として組織されjたと明言した。さらに彼は「朝鮮人誌の首領て*あり領導者であられる金[1
成将軍に対する忠誠心と献身性j を強制した刷。
朝鮮人民軍への北労党の影響力
確かに軍隊内で、は政党や社会団体への帰属如何にかかわらず、指持命令系統の一員牲という観点から見
ると、特定の政党すなわち北労党だけが突出して影響力を行使できるわけで、はなかったはずで、ある。また
!砂JfD洋人民宝石の一般兵士はいざま1らず、その指導(:1''1な幹部は前述した朝鮮義勇軍の出身者が多数を占めてい
たから畑、金日成に忠誠をう者がどれほどいたかも甚だ疑問である。
朝鮮人民軍への北労党の諮響力を示す最近のある研究では、 f朝鮮戦争以前において労働党が朝鮮人民
軍を統耕していたとは考えにくい。民捺探衛相の綴席健が労働党員でなかったことが、これを2端i品出制;出自的守に示し
ているJとさえ主張されている哨
に2掌掌子主:i据l原芸でで、きるわけではなカかミつた O 彼が首首I;j'杭相、i口日iとなつた共干和i日1怪出iの樹立後にあつても;志苔i法去一上k、金 I~I 成は 「政府の
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T三îJ1ì~J として「内閣会議を担架し、指導する J (第59条)ことができたに過ぎない。
しかしながら前述したように、朝鮮人民軍の指導者を殺!討する平壊学説と保安幹部学校内に北労党が
「党中央本部に政属するJ党組織を波いたのは、そこで主導権を掌握するためだったと考えてよく、ここ
から出向鍵の党籍に関係なく北労党がその党活動を通じて強力な影響力を行詑できたであろうことは、ほ
ほ疑い得ない。 ~t '17党で、は斡 ffli(:人民J:f(の創建に先立ち、その母IJ合となった íI人j務局管儲処の各額保安隊
(1:1時)IJgの党組織は、地域的r!J(区域)部党部から分離し、独立的な党組織として党中央にi直属させるJ
指誌を諮じた ¥4ヘまた朝鮮人民主!(の創建後に il臨時規定Jとして採択された北労党中央常務委員会決定
書では、この「警備処の党者1;は内務局に所属したf守備処と冬旅I'tlの保安大隊ならびに学校内の党団体の党
あるJと佼誼付けていたし貯。さらに共和国憲法でも内関には「朝鮮人民鍛の編成に関する指
導、朝鮮人民軍高級将官の任免J(第55条)を行う権限が与えられていたから、北労党員であるi如来とり
わけItiJ党中央委員会説委員長で、i立相だった金日成は軍部の人事にj主j子し、その跨響力を行使できたことに
なるは9;。
つまり指陣命令系統に党員が入る人的な構成から発揮できたその路響力を勘案すると、北労党指導部と
りわけ金日成はじめ日本の梢民地時代に抗日ゲリラ関守iに従事した党提悩たちが箪部を事実上は掌握して
いたと考えてよかろう。 lifJ鮮ノ、民の設成を通じて にわたり金日成に対する軍人の忠誠が訴
えられたことは、何よりもその託左で、ある。例えば、兵士の養成に使用された教科書には「朝鮮人民鍛は
金E:I成将取がmi接、組織し指導なさった反自遊表践の愛国[J'J土を骨幹とし、勤労人民の子弟たちにより総
織されたし、国際主義の精神で教設を授かり、 な愛関心と高尚な追認的精神により武装されており、
忠実に祖国と人民のために服務する。j と記されてあった市0:。
こうして金日成は、一方で軍部での怒響力を基礎とし、他方では北労党の党活動により達成された諸成
果を背景として、北労党内のIgl派閥とは異なる共産主義勢力に朝鮮共産主義運動の主導権闘争を挑むこと
になった。この朝鮮人民で、の主導権を基礎として政治権力の掌揺を狙う政治手法は、金日成の息子であ
る金正日がまず!訪日鮮人民軍総司令官に就任しでから現在の共和!国国防委員会委員長兼朝鮮労働党総書記と
なった過程で反復された。金正EIの場合は iW:聾の社会主義j体制の下、箪部に依拠する「先:tp:政治Jに
よることなしには政治権力を学担、保持する何らの正当性根拠も示し得なかったのである (51)。
そして親子二代にわたる政治権力の奪取劇に先鞭をつけた金日成の場合、北労党首脳部が全て抗日独立
運動に携わってきた絞歴の持ち主という J~I .rJlにおいては、そもそも彼がソ連軍の後援で台頭したところか
らは真正な支配の正当性根拠を導き出し得なかったことを示している。 抗日ゲリラ闘争の経躍だけで、は正
当性の欠損 (JegItimacydθ[jcit) と見なされざるを得なかったからこそ、 1948年3月下旬にIJHl1Hされ
た北労党第2次会党大会においては、これまで述べてきたような北労党の活動成果が全て金日成の功績と
して収数さ~1-，ことさらに強調さ~1-たのである。
第8章 北報鮮労働党第2次全党大会
前捕から本稿にわたり詳説したような北労党の活動を受けて、党中央常務委員会は1948年3月15日に
第2次全党大会IJ自信iの決定をドした倒。実際の開催が!司J=j27日から 4E:11fJた、った日程と考え合わせると、
lfiJ大会のIJH1i決定が急だった様子がわかる。
第1窮 余党大会の開催経緯と論議の内容
そもそも北労党の党規約によれば全党の「定期大会は l年に 11mを中央委員会がこれを招集jずること
になっていた。北労党 2ij(全党大会が同党創立大会から 1年半も経過したH寺点で招集されたこと自体が、
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この大会の呂的を暗示していた。すなわちこの大会は、分断体制の関立に向かうI時期において金日成の権
力基盤を確保する必要から招集されたと考えられるのである。
念党大会の開催経緯
前年に再開された第2次米ソ共同委員会は、米ソ冷戦の進展のr:j:1で第l次米ソ共同委員会と同様に失敗
し、こののち米関が f朝鮮問題Jを国際連合に上程した。これに対しソ速は、米ソ共向委員会のソ述側代
表を務め、のちに共和国駐在の初代ソ連大使となるシトゥイコフ (TerentiShtikov)大将の戸間を通じ
て、南北朝食下からの米ソ両箪の同時撤退を主張した。
こうして1947年9月頃に南北それぞれの地域に分新体制が樹立される展望が明確になると、北労党では
「南朝鮮民動派たちの策動を呉体的に大衆に暴露し、今回のシトゥイコフ大将の声明を我が党の主張と結
び付けて大衆に解説し、全党員と人民に民主主義人民共和自の樹立に対するli在li不動の信念をもたせj る
ことを指令した刷。そして1947年1月14日、国際連合総会で「関連臨時初]f(.¥t委員@jJの結成が決定さ
れると、 3 日後の北~Qj鮮人民会議第 3 次会議では憲法の発議がなされ、「朝鮮民主主義人民共和民臨時憲
法草案jが示された問。
国連臨時朝鮮委員団が北朝鮮地域への立ち入りを拒否される事態を受けて、翌1948年2]=J26日に国強
連合小総会は「立入り可能なかぎりの朝鮮の地域内においてJ選挙を行うことを決定 (56)いわゆる f南
朝鮮単独選挙j が推進されていった。これに対抗して北lj引洋地域では憲法flj定の作業が進められ、同年2
]"J 12日から4]=J251ヨまで「臨時憲法草案j が f全人民的討議」にかけられた。
したがって北労党第2次会党大会は、この分離体制に向かう撮めて政治的に鋭敏な時期を選んで開催さ
れたことになる。 同大会の政治的な性格をよく示すのは、通常の労働党大会ではほぼ必ず党中央委員会委
長が報告を行うのに、この大会に限って党首の会科奉は党大会開催を宣言しただけで、副委員長の金百
成が報告をした事実にある。しかも大会執仔部の紹介で、はわざわざ f我が党の組織者であり、我が民族の
指導者でで、あられる金日1成或[陪汚志Jが金科奉よりも先に読み kげられた出叫7わ)
2次全党大会の論議内容
こうして始まった第2次会党大会では初日にスターリンに送るメッセージが採択された後、各政党や社
会団体からの祝賀文が紹介された。同大会第2El eに金自成が報告を行い、この中で再びモスクワ協定と
北朝鮮地域での政権機関の樹立とを結び付けて論じながら、北朝鮮地域が f米帝自主義者たちの植民地主1t
l詩化の政策から我が担国を救援する強力な民主努力の墓地へli.r;変j したと主張した。
彼は前稿で示した「建問思想総動員運動Jにより 1947年の「人民経済計廊jが達成されたという成果
を強識した後、北労党の成長過程とそこでの詞題点を指摘した。この1:"で1945年10月に結成された朝鮮
共産党北朝鮮分局は「朝鮮共産党北朝鮮中央局j と設い換えられ、そのl際、にソウルの朝鮮共産党「中央を
支持するJとの名目で「宗派主義者Jや rfilil人英雄主義者jが党活動を妨害したと非難した。
だが金i三i成によれば、同年12月に自らが分周の責任秘書に就任した第3次拡大中央委員会を契機として、
このような派閥器争はー婦され、北労党の結成後に党勢が急激に拡大したという。彼があげた数字では
「合党当時に全党員数カ'36万6ヂ名だったとすれば、 1948年1月1日現夜で我が党は75万名に達しJた。
また合党時と現在とでの党組緒上の階級(:1せな割合については f労働者ε成分が7万3千名た、ったのが14万3千
名j となり、「貧農成分が10万5千名だったのカ'37万4千名Jになった。さらに「党創立当時の党組lt包数は
17J2千余fililた、ったのが1947年末には既に2万8千余情j に増大し、 fわずか4百余個の部党f:fIJ た、ったのが
f今はどの需を問わず全ての聞に党部があるJと述べた。
金日成の報告を受けて討論が始まったが、翌日の大会第3日目まで継続した討論では報告に賛成するだ
けでなく、ソウルの党 r1::1央Jを支持した らが批判の対象として絵玉に上げら
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れ、彼らに「自己批判Jが求められた。彼らは朝鮮解放後に朝鮮共産党中央を京城(現ソウル)でいち早
く再建するのに成功した朴永の指導に従った人物たちで、この時点では南労党に一脈述ずる北労党幹部
だと見なされていた。
ここから金日成は、討論に対する「結論Jで従来の派閥闘争が「日本の奴らの弾圧が甚だしかったから
党が大衆的な基礎の上に立ち上がれなかったj という歴史的な涼閣を指摘しながらも、話烈に朴志永の指
に従った党幹部たちを非難した。それは党権力構造の変化、つまり党内での金日成の主導権掌握を意味
していたのである。
特に金日成がその非難の中で f南朝鮮から来た同志たちj について述べた部分は、正に北労党内におけ
る彼の主導権を誇示する部分た、った。金日成は、南労党が f既にある宗派分子の党ではなく、広汎な労働
者、農民、勤労知識分子の大衆的土台の上に強腿に立っている。いま38度線ゆえに党が2つになっている
が、我が党は一つのまとまりであり、北朝鮮労働党から追われ出た者が南朝鮮で、容認されることは線対に
あり得なしリとこれら党幹部が党から追放され得る可能性を示唆、南北中}ば{手労働党問のカ境関係を示した
のである。
第2節党権力構造の変化
北労党全党大会第3日目は、この金日成による f結論」後に f南朝鮮労働党に送る手紙j を採択し、
党大会に参加した代表者資格審査報告が済んでから、党規約を修正する報告を開いて閉会した。そして大
会第4日自になされた党中央委員会委員の人選で党内の権力構造の変化が最も良く表れた。
党中央委員会の人的な構成
全党大会第4日lヨは、前1=1の党規約の修正を終えた後、党中央委員会の決算報告に対して決定者を採択
した。その後、党中央委員会委員の選挙が行われたが、金日成は f批判は彼を捨てる目i拘ではなく、 i皮を
更に激励し生かすのが良いからj と述べて、呉さらの人選に反対しない;志向を示した。
党中央委員会委員の人選は f立候補者として披践するj 方式でイ子われ、ひとり一人に対する選挙結栄を
示した。選挙結果は呉域箆についてだけ賛成985名、反対が5名だった以外、会党大会の参加者実数990
名の全員賛成で、反対はなかった。呉棋援については前縞で見た通り、政権機関と職業開盟との「摩擦およ
び紛争Jを主張するという「重大な政治的誤謬Jを犯した人物と全党的に見なされていたからであろう。
北労党第2次全党大会で選挙された党中央委員会委員名は次のようであった。
金科奉、金吾成、朱秀子q可、許帯雨、金策、桂昌議、村、…字、朴正愛、
金在旭、金焼一[音訳]、金烈、握現徳、金民1、経淑陽 i音訳]、 i凍班秀、菱鎮ljiz、韓一武、材、勲一、
[音訳]、韓雪聖子、ヨ三 J照俊、菱建、金承化、奇五福、許貞f訳、李重根[斎訳]、太成沫、張限 JV~ 、
金1忠義、金高望[音訳i、金武卒、キト昌植、李北1応、キト孝三、金相哲、張fl寺雨、
[音訳]、金程行、ゴ芝森根、金光{炎、李鍾益[音訳]、張海RTI、李東輩、任海、
呉政愛、
方学祉、越英、
金雄、キト武、金英秀、張徹、金泰永、李権武、金成錫、 1=1 [音訳]、朴永成、李維民、金光斌[音訳]、
李松雲、本ト金話、金燦 (以上67名、このうち姓名不詳の場合はやむなく者訳)
この委員名と北労党創立大会で、選出された委員名とを比較すると、競落した者は次の通りだった。
金昌満、 [音訳i、金在部、チ?公欽、林道俊 i奇訳]、 i畜訳}、 終斌、
李鍾益[音訳i、 [者訳]、
脱落した者の中には、おそらく前述した金日成大学での党活動上の失策を関われて失脚したものと考え
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られる斡斌のような大物もいたが、大学は脱落した駆けlが明らかではない。この税洛が必ずしも北労党内
で、の失IJL1!で、はなかったことは、例えば金昌満が継続して政権機関の第一線で活動した事実からi切らかであ
る。その場合、党務と政務との兼ね合いが考慰されたものと思われる。
ともあれ一見しでわかることは、許 ~fflHiはじめソ連派の幹部たち多数が中央委員に入ったことであり、
これは言うまでもなく分断体制の樹立に必要な政治技舗的な才能を貿われてのことだ、ったと忠われる。こ
れに反比例して盟内派の幹部たちが少なくなったのは、上述したiJ}:臼成の批判を嫌つてのことであろう。
この党中央委員会委員の人選後には「中央委員候補委員j を選挙した。そのrl:lには後日、共和国政府で
外相となるi将司はじめ妥結に就く人物の名前も見え、分It災体艇の樹立へ突き進むIt1にあって、北労党第2
次全党大会を契機として北朝if.J)下地域にある片方の労働党に所属する党幹部たちが顔をflIiえたのである。
党中央委員会政治委員会の人的な構成
党中央委員会の人的な構成で示された南北朝鮮労働党問における力世間係の変化は、党中央委員会政治
委員会の人的な構成にそのまま反映していた。同政治委員会は、金H泰、金1:1成、朱事j可、話:好冊、金策、
キト一宇のア名から構成されていたとされる倒。北労党離立大会における悶政治委員会の人的な構
成と比較すると、iJ}:策とキトーネが加わったことになる。
このように、金科奉が党中央委員会委員長としてそれぞれ説委員長の白内派と満州ゲリラ派をとりまと
めていた構成は大きく変化し、満州ゲリラ派が金策を得て党内で主導権を握り、これをソ述派の許寄市が
支える構成となった。宇トー宇は十日品主主と同様に延安派ながら、!斡iQ出f切M認if.¥
従事した人物だつたο ここからこの延安派の2人については、金日成を支持する立場に近かったと考えて
よい。
こうして金日成は、ソ連派と延安派の支持を受けて北労党の主導権を一旦は掌握したのであり、北労党
内の間内派の勢力が大幅に殺がれる結果となった。ただし現在の共和国で寸三張されるのとは全く異なり、
金!とi成が独!とiに党の実権を掌掘していたのではなく、あくまでも朝鮮共成主義運動に伝統的な派出IHJの合
従連衡によりその勢力を保持できたに過ぎなかった。
とりわけ向政治委員会委員の抗日経麗や政治能力と比較して、金El或はrVJl~l に他のどの委員よりも劣る
とも援つてはいなかった。この人的な熔成から推定すると、金臼成をいわば ifJlJ興j として満州ゲリラ派、
ソ述派、延安派そして園内派が担ぐ北労党内の政治構造をうかがし鳴!ることができょう。
この「徒11)，むとして金日成が主導権を維持する政治構造こそ、朝鮮戦争1Iゆミら彼が出lの潟浩を徹底的に
長t進ずる原因であったと見られる問。つまり金日成が独自に党の実権を握ろうとすれば、他派flHだけに止
まらずついには自派閥をも排除してこの政治構造を変容させる他にはなく、敗戦責任まで1/¥われかねない
1952年当時の状況下では自己の権力維持を正当化する別の手段はなかったので、ある。
もちろん北労党第2次全党大会の時点で、は、金日成が党内の主導権を掌握する必要は、速からず樹立さ
れるであろう分断体総への対応策であった。北労党が党勢の拡張に伴い、北朝鮮地域において一政党とし
て機能する従米の政治的な役割を脱して、次第に執権政党となってし、く政治発展がここに香取できるので
ある。
3節 労働党と分鮪体制の樹立
北労党は分i新体制の樹立を前にしてその創立以降の党活動を総括する中で、金日成の を確定しょ
うとした。この党活動のイヰl張が来るべき政府の首班としての立場を保障する担保た、ったから、党内の他派
閥に対する批判は手探だったにちかかわらず、 f宗派主義」というレトリックからしでも彼らを放逐する
ことはできかった。
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金司成を政時首班とする宣告活動
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金日成をやがて樹立される共和国政府首班とすべし、とし寸宣伝活動は、北労党第2次全党大会で既に
示されたと言える。金科泰はその;羽てや「我が党の組織者であり領導者であられる金日成同志の指導は、
今司現在の間態だけを解決するところに局限するのではなく、}法史が示す将来の道を速く見通して歴史の
法出の上に指導しているJと述べて、「震史が示す将来の道Jすなわち共和国致府樹立における金日成の
指導権を認定した。
一般民衆に対して余I=:J成を政府首班とする宣伝がいつから開始されたのか、は正確にわからなL、。そも
そも金[Ir&を民衆の前に押し出したソ述取は、 1947年に米ソ共同委員会の協議を某に南北朝鮮の統合し
た「朝鮮臨時民主主義政府Jが樹立される可能性はまだあると考えていた時点で、は、必ずしも金日成の政
府首班にこだわっていなかった(制。残存する資料によれば北労党第2次全党大会後の6月には北朝鮮人民
委員会副委員長の金策名義でかかる設缶が一般新開上に現れた。ただここで仁なすべきことは、金日成を
首班に戴く政府が i[臨時政府j と主張されていたことである (Gll0 
実 i怒に北労党tf~ 2 次会党大会でも;革法は íl臨 ll~ií![r， ~lçJ とされ、 íl~11ÎlIl寺民主主義政府j と称されていた。
つまり北朝鮮地域に生まれる新政府は当初、それがモスクワ協定と結び付けて正当イとされた経緯からどこ
までも朝鮮統ーまでの関定的な政府にしか過ぎないと考えられていたのである。
このような新政府の政治的な性絡は、これ以降も北労党で、朝鮮総ーを目標と掲げて民衆の統合と動員を
推進したことから、ソ速の分断政策にもかかわらず継続して保持された。金日成は確かに共和密政府首班
だったが、北労党の活動そのものから一般民衆の時には朝鮮統一を前提として速からず解体されるべき分
間体制を率いているに過ぎなかったわけで、ある。本研究(七)朝鮮労働党と朝鮮戦争の開戦決定で詳論す
るように、これこそ金日成が雨ilVJf(.I}(:地域へ朝鮮人民軍を投入しようとした原因だったと推定される。
労働党と分断体制の政治的な性格
社会経済、教清文化、労働福祉、軍事詩:の各分野にわたる北労党の活動から生まれた新政府は、その党
活動そのものが金[:1)去を民衆の統合と動員の求心点として全面に押しiJ1すことにより、わずか1年半とい
う短期的lで政府首班としての正当性根拠を彼に与えようとした。一方、この過程で党活動を通じて朝鮮統
一が I~l燃として掲げられたことから、新政府はI問定的な空1:絡を，i?ぴるものと広く考えられるようになった。
そして金科挙が中心となって行った共和問憲法の制定過程でも、その討議に一般民衆を巻き込むことをj通昌
じて、 {彼皮らに iJ主三i権?討権{髭長者j としての|自ヨ:党廷をi呼l乎び党まし、 分賄{体本;司制iじ倒羽5の政i治合如i的1羽なi目三ヨ11'撚紫すなわち!朝;誇剖リ引如肘日ぱf!.'
ず遂f行子されることを認識させたのである O
換諒すれば、北労党はソ述の朝鮮政策を党活動遂行の客接的な枠五Ilみとして「民主基地J路線を追求し
たため、ひとたびは分|析を肯定する代価として朝鮮統一を目標と掲げざるを得ず、ここから逆に一般民衆
に対して分断体制をし寸""h解体させる政治的な責務を幣びることになった。ところが北朝鮮地域に樹立さ
れた分断体制において、ソ述'[1:の後援を受けてその政策の現地執行者として台頭した金日成は、そもそも
南朝鮮地域とは間関に分13fT体制の出立に遊進した経緯から、 1司iさいなく政!白首班で、はあったものの南朝鮮
地域の政情一般にはほとんど詞らの移響力も持ち得ない立場た、ったのである。
むしろ北friJm洋地域の分断体制はソ連の分断政策に従う中で樹立されたため、早くから直接的な南朝鮮地
域との交流を制約した。北労党でも1946勾:12丹、 i38J支給!を越えて江原道、黄海道を経由して北斡鮮に
入って来る南朝鮮の民主主義政党、団体長たちに関して、中央本音1の指示なしに彼らを採用することを厳
し、またそこに日官官させることなく全部、 i;~j朝鮮の本地へ帰しj去ること J が決定され、 í1I央本部の指
示なしに地方で南朝鮮の出体と地方的な連絡を1'rうことを絶対、禁止するJと厳しく指令された 1630
この結果、北朝f(.、μ也域での f発JIHr:IJを 「示威効栄 (demonstrationeffect) Jを期待こそすれ刷、
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北労党は南朝鮮地域での党活動を南労党に一任した観を呈することになった。なぜならば、南北それぞれ
の地域で結成された労働党にあってはそれぞれの地域ごとの役割分担は照確であり、北労党にあった金日
成は北朝鮮地域、南労党を率いた宇ト議永は南朝鮮地域をほぼ排他的に担当していたからである。
しかし新政府の閣僚として闘首相兼外相にキト諮永が入閣し、また夜労党系列のlお僚が生まれたことによ
り、北労党第2次全党大会で、見られたように解放後のソウルに再建された朝鮮共産党中央と王子壌に生まれ
た同党北朝鮮分局との確執に始まる派閥闘争が新政府内へ持ち込まれることになった。こうして北朝鮮地
域に樹立された分断体制が本来はたすべき朝鮮統一という責務は、北朝鮮地域で「民主装地Jsi'T綿の追求
により 1]己の政治権力に正当性根拠を勝ち得た金日成ではなく、北労党第2次全党大会で自派の手厳しい
批判を受けたキト憲永により追求される皮肉な結果となり、こののち共和田政府による朝鮮統一の戦術をめ
ぐる両者の相違を表面化させていくのである。
小結論
北労党の活動は朝鮮解放後に高揚した民族主義のパッションを鼓吹することにより、北朝鮮地域に南朝
鮮地域「解放j のための「民主基地Jを創設することに一旦は成功した。しかしそのこと自体が分断体制
の否定すなわち朝鮮統一を話擦として推進されたことから、樹立された共和国初代政府は南朝鮮地域の活
動を担当していた雨労党を中心として朝鮮統一政策を推進していくことになった。
このために北労党と南労党は、朝鮮統一政策を統揺するために指導部の統合へと動き、これに {4'.~ づ七労
党第2次全党大会でひとたびは朝鮮共産主義運動の主導権を掌援したかに見えた金日成が新たな権力構造
の変化に直面することになる。この変化をもたらしたのは南労党であり、その最高指導者は不1誌の抗日活
動}涯を持つ朴諮永であった。金日成と朴永、この両者の運動をめぐる日前認が1949年に金13成をして朝
鮮労働党の正式な戦術とは全く別個に南隣鮮地域へ朝鮮人民軍を投入する戦争lirを追求させる大きな原注iの
ひとつとなるが、南労党はその結成の過腹からキト憲永と彼に従う党として、その組織体系、イデオロギー、
そして採用したi競争I(jにおいて北労党とは異なっていた。
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